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(57)【要約】

【課題】本発明の課題は、麺類のほぐれ性を向上させる

技術を提供することである。

【解決手段】（ａ）ＨＬＢが４．７～８である乳化剤と

（ｂ）ＨＬＢが２．５以下である乳化剤を含有する油脂

組成物を用いることによって、麺類のほぐれ性を向上さ

せることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と （ ｂ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る 乳 化 剤 を 含

有 す る 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 向 上 油 脂 組 成 物 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 乳 化 剤 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） の 合 計 の 配 合 量 が 、 油 脂 に 対 し て ０ ． ３ ～ ２ ０ 重 量 ％ で

あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 油 脂 組 成 物 。

【 請 求 項 ３ 】

　 （ ａ ） と （ ｂ ） の 重 量 比 が 、 ９ ０ ： １ ０ ～ １ ０ ： ９ ０ で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載

の 油 脂 組 成 物 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 乳 化 剤 （ ａ ） が 、 ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 有

機 酸 脂 肪 酸 エ ス テ ル か ら 選 ば れ る １ 以 上 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 油 脂 組

成 物 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 乳 化 剤 （ ａ ） が 、 ジ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に

記 載 の 油 脂 組 成 物 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 乳 化 剤 （ ｂ ） が 、 ポ リ グ リ セ リ ン 縮 合 リ シ ノ レ イ ン 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸

エ ス テ ル 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル か ら 選 ば れ る １ 以 上 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に

記 載 の 油 脂 組 成 物 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 油 脂 組 成 物 を 麺 類 に 付 着 さ せ る こ と を 含 む 、 麺 類 の ほ

ぐ れ 性 を 向 上 さ せ る 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 油 脂 組 成 物 を 付 着 さ せ た 麺 類 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 さ せ る 技 術 に 関 す る 。 特 に 本 発 明 は 、 食 用 油 脂 を 利 用

し て 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 す る 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 に 麺 類 は 、 茹 で た り 蒸 し た り と い っ た 調 理 直 後 は ほ ぐ れ 易 い も の の 、 時 間 の 経 過 と

と も に 、 麺 類 が 互 い に 結 着 し 、 ほ ぐ れ に く く な る 。 こ れ は 、 糊 化 さ れ た 澱 粉 の 粘 着 性 に よ

っ て 、 麺 類 が 互 い に 付 着 し て し ま う こ と が 原 因 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 、 麺 類 の 付 着 を 抑 制 し 、 ほ ぐ れ 性 を 改 善 す る た め に 、 い く つ か の 技 術 が 提 案 さ れ て

い る 。 例 え ば 、 食 用 油 脂 を 用 い て 麺 類 の 付 着 を 抑 制 す る こ と が 提 案 さ れ て い る が 、 単 に 食

用 油 脂 を 麺 類 に 添 加 し た だ け で は 、 麺 類 に 均 一 に 食 用 油 脂 を 付 着 さ せ る こ と が 難 し く 、 む

ら が で き て し ま う 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 そ こ で 、 麺 類 へ の 食 用 油 脂 の 付 着 性 を 高 め る た め に 、 食 用 油 脂 に 乳 化 剤 を 添 加 し た 組 成

物 を 麺 類 の ほ ぐ れ 性 向 上 剤 と し て 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～

３ に は 、 特 定 の ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 用 い る こ と が 記 載 さ れ て お り 、 特 許 文 献

４ に は 、 ジ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 用 い る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ５

に は 、 ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル と ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を

併 用 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 食 用 油 脂 を 用 い ず に 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 す る 技 術 と し て 、 特 許 文 献 ６ に は 、 大
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豆 食 物 繊 維 な ど を 含 む 組 成 物 を 用 い る こ と 、 特 許 文 献 ７ に は 、 フ コ イ ダ ン 、 フ ァ ー セ ル ラ

ン 、 ア ガ ロ ペ ク チ ン 、 ポ リ フ ィ ラ ン 、 ヘ パ リ ン な ど を 用 い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ７ － ０ ３ ９ ３ ３ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ７ － ２ ９ ８ ８ ４ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ ２ １ ０ ３ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ ３ ７ ７ ２ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ０ ０ ６ １ ３ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ９ ３ ８ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ０ ６ １ １ １ ８ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の よ う に 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 改 善 に つ い て は 、 従 来 か ら 種 々 の 検 討 が 試 み ら れ て き た も

の の 、 い ず れ も そ の 効 果 が 十 分 と は い え ず 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を よ り 向 上 さ せ る こ と の で き

る 技 術 が 求 め ら れ て い た 。 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 さ せ

る 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 者 ら が 上 記 課 題 に つ い て 鋭 意 検 討 し た と こ ろ 、 食 用 油 脂 に 対 し て 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ．

７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 （ 以 下 、 Ｈ Ｌ Ｂ が 高 い 乳 化 剤 と も い う ） と Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る

乳 化 剤 （ 以 下 、 Ｈ Ｌ Ｂ が 低 い 乳 化 剤 と も い う ） の 両 方 を 配 合 す る こ と に よ っ て 、 麺 類 の ほ

ぐ れ 性 を 大 き く 向 上 で き る 油 脂 組 成 物 が 得 ら れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ る に 至

っ た 。 具 体 的 に は 、 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と （ ｂ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下

で あ る 乳 化 剤 を 食 用 油 脂 に 配 合 す る こ と に よ っ て 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 大 き く 改 善 で き る 油

脂 組 成 物 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 以 下 の 態 様 を 包 含 す る 。

（ １ ） 　 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と （ ｂ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る 乳 化

剤 を 含 有 す る 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 向 上 油 脂 組 成 物 。

（ ２ ） 　 前 記 乳 化 剤 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） の 合 計 の 配 合 量 が 、 油 脂 に 対 し て ０ ． ３ ～ ２ ０ 重

量 ％ で あ る 、 （ １ ） に 記 載 の 油 脂 組 成 物 。

（ ３ ） 　 （ ａ ） と （ ｂ ） の 重 量 比 が 、 ９ ０ ： １ ０ ～ １ ０ ： ９ ０ で あ る 、 （ １ ） ま た は （ ２

） に 記 載 の 油 脂 組 成 物 。

（ ４ ） 　 前 記 乳 化 剤 （ ａ ） が 、 ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ

ル 、 有 機 酸 脂 肪 酸 エ ス テ ル か ら 選 ば れ る １ 以 上 を 含 む 、 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載

の 油 脂 組 成 物 。

（ ５ ） 　 前 記 乳 化 剤 （ ａ ） が 、 ジ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル を 含 む 、 （ １ ） ～ （ ４ ） の い

ず れ か に 記 載 の 油 脂 組 成 物 。

（ ６ ） 　 前 記 乳 化 剤 （ ｂ ） が 、 ポ リ グ リ セ リ ン 縮 合 リ シ ノ レ イ ン 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン

脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル か ら 選 ば れ る １ 以 上 を 含 む 、 （ １ ） ～ （ ５ ） の い

ず れ か に 記 載 の 油 脂 組 成 物 。

（ ７ ） 　 （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の 油 脂 組 成 物 を 麺 類 に 付 着 さ せ る こ と を 含 む 、

麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 さ せ る 方 法 。

（ ８ ） 　 （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の 油 脂 組 成 物 を 付 着 さ せ た 麺 類 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 効 果 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 本 発 明 の 油
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脂 組 成 物 に よ れ ば 、 チ ル ド 麺 な ど の あ る 程 度 の 期 間 、 保 管 や 流 通 さ れ る よ う な 麺 に つ い て

も 、 ほ ぐ れ 性 を 効 果 的 に 改 善 す る こ と が で き る た め 有 用 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 例 え ば 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 向 け な ど の 調 理 麺 は 、 麺 に 油 を 塗 布 し た の ち チ ル ド 流 通

さ れ る が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 そ の よ う な 場 合 で も 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 良 好 に 維 持 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 チ ル ド 麺 な ど の 麺 類 を 用 い て 焼 き そ ば 等 の 調 理 麺 を 製 造 す る 場 合 が あ り 、 こ の 場

合 、 調 理 時 に 麺 類 が ほ ぐ れ 易 い こ と 、 さ ら に は 、 調 理 後 の 麺 類 が 一 定 時 間 経 過 後 も ほ ぐ れ

易 い こ と が 求 め ら れ る 。 本 発 明 の 油 脂 組 成 物 に よ れ ば 、 こ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 麺 類

の ほ ぐ れ や す さ を 良 好 に 維 持 す る こ と が で き る た め 、 良 好 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 実 験 例 に お け る 「 麺 の ほ ぐ れ 易 さ 」 に 関 し て 、 そ の 例 を 示 す 写 真 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 は 、 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と （ ｂ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る

乳 化 剤 を 食 用 油 脂 に 配 合 し た 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 向 上 組 成 物 に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に お い て 麺 類 と は 、 小 麦 粉 、 そ ば 粉 、 米 粉 な ど の 穀 粉 と 水 な ど を 原 料 と し て 含 み

、 こ れ ら の 原 料 を 混 捏 し 、 製 麺 さ れ た も の を い う 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 パ ス タ 、 う ど ん

、 き し め ん 、 ひ や む ぎ 、 そ う め ん 、 そ ば 、 中 華 麺 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発

明 に お け る 麺 類 は 、 例 え ば 、 茹 で 麺 あ る い は 蒸 し 麺 の 形 態 で 使 用 さ れ る も の で あ っ て よ く

、 茹 で 麺 あ る い は 蒸 し 麺 と し て は 、 チ ル ド 麺 （ 低 温 流 通 麺 ） 、 冷 凍 流 通 麺 あ る い は 常 温 流

通 麺 （ Ｌ Ｌ 麺 ） な ど で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 油 脂 組 成 物 に 用 い る 油 脂 は 、 食 用 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 植 物

由 来 で あ る か 、 動 物 由 来 で あ る か 、 ま た 、 合 成 品 で あ る か も 問 わ な い 。 例 え ば 、 大 豆 油 、

菜 種 油 、 キ ャ ノ ー ラ 油 、 コ ー ン 油 、 ひ ま わ り 油 、 紅 花 油 、 と う も ろ こ し 油 、 綿 実 油 、 ゴ マ

油 、 シ ソ 油 、 亜 麻 仁 油 、 落 花 生 油 、 オ リ ー ブ 油 、 ブ ド ウ 種 子 油 、 マ カ デ ミ ア ナ ッ ツ 油 、 ヘ

ー ゼ ル ナ ッ ツ 油 、 カ ボ チ ャ 種 子 油 、 ク ル ミ 油 、 椿 油 、 茶 実 油 、 エ ゴ マ 油 、 ボ ラ ー ジ 油 、 米

糠 油 、 小 麦 胚 芽 油 、 パ ー ム 油 、 パ ー ム 核 油 、 ヤ シ 油 、 カ カ オ 脂 、 牛 脂 、 豚 脂 、 鶏 脂 、 乳 脂

、 魚 油 、 ア ザ ラ シ 脂 、 藻 類 油 な ど を 単 独 ま た は 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た

、 水 素 添 加 油 脂 、 グ リ セ リ ン と 脂 肪 酸 の エ ス テ ル 化 油 、 エ ス テ ル 交 換 油 、 分 別 油 脂 な ど も

適 宜 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 遺 伝 子 組 換 え の 技 術 を 用 い て 品 種 改 良 し た 植 物 か ら

抽 出 し た も の で あ っ て も よ い 。 中 で も チ ル ド 温 度 帯 で 液 状 を 呈 す る 食 用 油 脂 と す る の が 好

ま し い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 に お い て は 、 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と （ ｂ ）

Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る 乳 化 剤 の 両 方 を 併 用 す る 。 両 者 の 併 用 比 率 は 特 に 制 限 さ れ な い

が 、 例 え ば 、 （ ａ ） と （ ｂ ） の 重 量 比 を ９ ０ ： １ ０ ～ １ ０ ： ９ ０ と す る こ と が で き 、 好 ま

し く は ８ ５ ： １ ５ ～ １ ５ ： ８ ５ で あ り 、 ７ ０ ： ３ ０ ～ ３ ０ ： ７ ０ と し て も よ い 。 ま た 、 本

発 明 に お い て は 、 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と （ ｂ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で

あ る 乳 化 剤 は 、 例 え ば 、 油 脂 １ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し て 合 計 で ０ ． １ ～ ２ ０ 重 量 ％ の 乳 化 剤 を

配 合 す る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ３ ～ １ ５ 重 量 ％ が よ り 好 ま し く 、 ０ ． ５ ～ １ ０ 重 量 ％ が さ

ら に 好 ま し く 、 ０ ． ８ ～ ８ 重 量 ％ と し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 に お い て は 、 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 を 使 用 す

る 。 本 発 明 に お い て 乳 化 剤 の Ｈ Ｌ Ｂ と は 、 Hydrophilic Lipophilic Balanceの 略 語 で あ り
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、 ０ （ 親 油 基 の み の 場 合 ） ～ ２ ０ （ 親 水 基 の み の 場 合 ） の 数 値 を 有 す る 。 Griffin法 に よ

る 場 合 は 、 Ｈ Ｌ Ｂ ＝ ２ ０ × 〔 １ － （ エ ス テ ル の ケ ン 化 価 ／ 原 料 脂 肪 酸 の 中 和 価 ） 〕 に よ っ

て Ｈ Ｌ Ｂ を 算 出 す る こ と が で き る 。 乳 化 剤 の Ｈ Ｌ Ｂ が ８ を 超 え る と 、 乳 化 剤 が 油 脂 に 溶 解

し に く く な り 、 白 濁 し て し ま う 場 合 が あ る 。 一 方 、 乳 化 剤 の Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ 未 満 の 乳 化 剤

と Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る 乳 化 剤 と を 併 用 し て も 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 す る 効 果 は 小

さ い 。 Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 に つ い て は 、 あ る 態 様 に お い て 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ５ ． ５

以 上 で あ っ て も よ く 、 別 の 好 ま し い 態 様 に お い て Ｈ Ｌ Ｂ を ６ ． ５ 以 上 と し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と し て は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば

、 ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 有 機 酸 脂 肪 酸 エ ス テ ル か

ら 選 ば れ る １ 以 上 を 使 用 す る こ と が で き る 。 中 で も 、 ジ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル が 好 ま

し く 、 ジ グ リ セ リ ン モ ノ 脂 肪 酸 エ ス テ ル が よ り 好 ま し く 、 脂 肪 酸 エ ス テ ル の 脂 肪 酸 と し て

は オ レ イ ン 酸 が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 な お 、 ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル と は 、 ポ リ グ リ セ リ ン と 脂 肪 酸 と の エ ス テ ル 化 生

成 物 で あ り 、 一 般 に エ ス テ ル 化 反 応 な ど の 方 法 で 製 造 す る こ と が で き る 。 ポ リ グ リ セ リ ン

は 、 例 え ば 、 グ リ セ リ ン ま た は グ リ シ ド ー ル あ る い は エ ピ ク ロ ル ヒ ド リ ン な ど を 加 熱 し 、

重 縮 合 反 応 さ せ て 得 る こ と が で き る 。 本 発 明 で 用 い ら れ る ポ リ グ リ セ リ ン と し て は 平 均 重

合 度 が 約 ２ ～ １ ０ 程 度 の も の を 使 用 し て も よ く 、 例 え ば 、 具 体 的 に は ジ グ リ セ リ ン （ 平 均

重 合 度 ２ ） 、 ト リ グ リ セ リ ン （ 平 均 重 合 度 ３ ） 、 テ ト ラ グ リ セ リ ン （ 平 均 重 合 度 ４ ） 、 ヘ

キ サ グ リ セ リ ン （ 平 均 重 合 度 ６ ） 、 オ ク タ グ リ セ リ ン （ 平 均 重 合 度 ８ ） ま た は デ カ グ リ セ

リ ン （ 平 均 重 合 度 １ ０ ） な ど が 挙 げ ら れ 、 好 ま し く は ジ グ リ セ リ ン 、 ト リ グ リ セ リ ン ま た

は テ ト ラ グ リ セ リ ン 、 よ り 好 ま し く は ジ グ リ セ リ ン が 挙 げ ら れ る 。 上 記 脂 肪 酸 と し て は 、

食 用 可 能 な 動 植 物 油 脂 を 起 源 と す る 脂 肪 酸 で あ れ ば 特 に 制 限 は な く 、 例 え ば 炭 素 数 ６ ～ ２

４ の 直 鎖 の 飽 和 ま た は 不 飽 和 脂 肪 酸 、 好 ま し く は 炭 素 数 ８ ～ １ ８ の 直 鎖 の 飽 和 ま た は 不 飽

和 脂 肪 酸 、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 １ ８ の 直 鎖 の 不 飽 和 脂 肪 酸 が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 具 体

的 に は オ レ イ ン 酸 、 リ ノ ー ル 酸 お よ び リ ノ レ ン 酸 の 群 か ら 選 ば れ る 一 種 ま た は 二 種 以 上 の

脂 肪 酸 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と と も に （ ｂ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ２

． ５ 以 下 の 乳 化 剤 を 使 用 す る 。 Ｈ Ｌ Ｂ の 下 限 は 特 に な い が 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ０ ． １ 以 上 と し て も

よ く 、 後 述 す る 実 施 例 に お い て 示 す よ う に Ｈ Ｌ Ｂ が ０ ． ５ 程 度 の 乳 化 剤 を 用 い て も 本 発 明

の 効 果 は 十 分 に 発 揮 さ れ る 。 Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と 併 用 す る 乳 化 剤 は 、 Ｈ Ｌ

Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る が 、 あ る 態 様 に お い て Ｈ Ｌ Ｂ が １ ． ９ 以 下 と す る こ と も で き 、 別 の

態 様 に お い て は Ｈ Ｌ Ｂ を １ ． ５ 以 下 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 の 乳 化 剤 と し て は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 ポ

リ グ リ セ リ ン 縮 合 リ シ ノ レ イ ン 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ

ス テ ル か ら 選 ば れ る １ 以 上 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 は 、 一 般 的 な 方 法 に よ っ て 適 宜 製 造 す る こ と が で き る 。 こ れ に

限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 （ ａ ） Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ で あ る 乳 化 剤 と （ ｂ ） Ｈ

Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 で あ る 乳 化 剤 を 食 用 油 脂 に 添 加 し 、 撹 拌 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 に 係

る 油 脂 組 成 物 を 製 造 す る こ と が で き る 。 ま た 、 好 ま し い 態 様 に お い て 、 食 用 油 脂 を 加 熱 し

、 例 え ば 、 約 ２ ０ ～ １ ０ ０ ℃ 、 よ り 好 ま し く は 約 ４ ０ ～ ９ ５ ℃ 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ ～

９ ０ ℃ に お い て 、 乳 化 剤 と 混 合 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 を 容 易 に 調 製

す る こ と が で き る 。 ま た 、 混 合 お よ び 攪 拌 は 、 加 圧 、 減 圧 、 常 圧 下 で 実 施 す る こ と が 可 能

で あ り 、 あ る 態 様 で は 、 常 圧 下 で 混 合 が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 を 製 造 す る 装 置 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 攪 拌 機 、 加
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熱 用 の ジ ャ ケ ッ ト な ど を 備 え た 加 温 可 能 な 攪 拌 槽 、 邪 魔 板 等 を 備 え た 通 常 の 攪 拌 ・ 混 合 装

置 を 用 い る こ と が で き る 。 回 転 数 、 攪 拌 時 間 な ど の 撹 拌 条 件 は 、 原 材 料 が 均 一 に 混 合 さ れ

れ ば 、 特 に 制 限 さ れ な い 。 攪 拌 機 に お け る 攪 拌 翼 の 形 状 は 特 に 制 限 さ れ な い が 、 例 え ば 、

プ ロ ペ ラ 型 、 か い 十 字 型 、 フ ァ ン タ ー ビ ン 型 、 デ ィ ス ク タ ー ビ ン 型 ま た は い か り 型 な ど と

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 の 油 脂 組 成 物 を 用 い て 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 さ せ る 場 合 、 本 発 明 の 油 脂 組 成 物 を

麺 類 に 付 着 さ せ る こ と が 必 要 で あ る 。 一 つ の 態 様 に お い て は 、 本 発 明 は 、 油 脂 組 成 物 を 麺

類 に 付 着 さ せ る こ と を 含 む 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 さ せ る 方 法 で あ る 。 ま た 別 の 態 様 に お

い て 本 発 明 は 、 油 脂 組 成 物 を 付 着 さ せ た 麺 類 に 関 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 に お い て 、 油 脂 組 成 物 を 麺 類 に 付 着 さ せ る 方 法 に 特 に 制 限 は な い 。 例 え ば 、 茹 で

麺 や 蒸 し 麺 な ど の 麺 表 面 に 本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 を 添 加 す る 方 法 、 具 体 的 に は 、 麺 類 に

油 脂 組 成 物 を 噴 霧 、 塗 布 、 浸 漬 さ せ る 方 法 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 そ の 他 に も 、 麺 類

を 茹 で る 際 の 茹 で 液 に 油 脂 組 成 物 を 添 加 す る 方 法 、 麺 生 地 を 混 捏 す る 際 に 油 脂 組 成 物 を 添

加 し て 絡 め る 方 法 な ど に よ っ て 、 本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 を 麺 類 に 付 着 さ せ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 に お い て 油 脂 組 成 物 の 使 用 量 は 特 に 制 限 さ れ な い が 、 麺 類 の 種 類 、 麺 類 の 使 用 態

様 （ 流 通 な い し 保 管 期 間 な ど ） な ど を 勘 案 し て 適 宜 設 定 す る こ と が で き る 。 一 つ の 態 様 に

お い て 、 茹 で 麺 お よ び 蒸 し 麺 な ど の 麺 類 に 対 し て 、 ０ ． １ ～ ５ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． ５

～ ４ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は １ ～ ３ 重 量 ％ の 量 で 使 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 一 つ の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 さ せ る 方 法 で あ る 。 具 体 的 に は 、

本 発 明 に 係 る 油 脂 組 成 物 を 麺 類 に 付 着 さ せ る こ と を 含 む 、 麺 類 の ほ ぐ れ 性 を 向 上 さ せ る 方

法 で あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に

限 定 さ れ る も の で は な い 。 な お 、 特 に 記 載 し な い 限 り 、 本 明 細 書 に お い て 濃 度 な ど は 重 量

基 準 で あ り 、 数 値 範 囲 は そ の 端 点 を 含 む も の と し て 記 載 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 乳 化 剤

　 以 下 の 実 験 例 に お い て は 、 下 記 の 乳 化 剤 を 使 用 し た 。 な お 、 各 乳 化 剤 の Ｈ Ｌ Ｂ は カ タ ロ

グ 記 載 の 数 値 で あ る 。

・ ソ ル ビ タ ン モ ノ ラ ウ レ ー ト （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ８ ． ６ 、 花 王 、 エ マ ゾ ー ル L-10V）

・ モ ノ オ レ イ ン 酸 ジ グ リ セ リ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ７ ． ４ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム D O100V）

・ ト リ オ レ イ ン 酸 ペ ン タ グ リ セ リ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ７ ． ０ 、 太 陽 化 学 、 サ ン ソ フ ト A-173E）

・ ク エ ン 酸 モ ノ オ レ イ ン 酸 グ リ セ リ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ７ ． ０ 、 太 陽 化 学 、 サ ン ソ フ ト N O.623M

）

・ ク エ ン 酸 モ ノ オ レ イ ン 酸 グ リ セ リ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ６ ． ０ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム K-37V）

・ モ ノ オ レ イ ン 酸 ソ ル ビ タ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ５ ． １ 、 太 陽 化 学 、 サ ン ソ フ ト N O.81S）

・ ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル （ モ ノ オ レ エ ー ト ・ ソ ル ビ タ ン 型 ） （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ４ ． ９ 、 理 研

ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム O-80V）

・ ペ ン タ オ レ イ ン 酸 デ カ グ リ セ リ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ４ ． ５ 、 太 陽 化 学 、 サ ン ソ フ ト Q-175S）

・ ヘ キ サ グ リ セ リ ン 縮 合 リ シ ノ レ ー ト （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ０ ． ５ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム PR300）

・ テ ト ラ グ リ セ リ ン 縮 合 リ シ ノ レ ー ト （ Ｈ Ｌ Ｂ ： １ ． ０ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム PR100）

・ ソ ル ビ タ ン モ ノ ラ ウ レ ー ト （ Ｈ Ｌ Ｂ ： １ ． ８ 、 花 王 、 エ マ ゾ ー ル O-30V）

・ シ ュ ガ ー エ ス テ ル （ エ ル カ 酸 エ ス テ ル ） （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ２ ． ０ 、 三 菱 化 学 フ ー ズ 、 シ ュ ガ ー

エ ス テ ル ER290）

10

20

30

40

50



(7) JP  2016-86752  A   2016.5.23

・ テ ト ラ グ リ セ リ ン ペ ン タ オ レ イ ン 酸 エ ス テ ル （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ３ ． ０ 、 阪 本 薬 品 工 業 、 SYグ リ

ス タ ー PO-3S）

　 実 験 例 １

　 食 用 菜 種 油 （ キ ャ ノ ー ラ 油 、 昭 和 産 業 ） に 対 し て 各 種 乳 化 剤 を １ 重 量 ％ 添 加 し 、 加 温 可

能 な 容 器 に お い て 撹 拌 し な が ら ６ ０ ℃ に 加 温 し 、 均 一 な 油 脂 組 成 物 を 得 た 。 使 用 し た 乳 化

剤 の 種 類 と 量 を 以 下 の 表 に 示 す 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 生 中 華 麺 （ セ ブ ン プ レ ミ ア ム 　 こ だ わ り の 熟 成 麺 　 細 め ん ） を 約 １ ５ ０ 秒 間 、 熱 湯 で 茹

で た 後 、 流 水 に て １ 分 間 冷 却 し 、 さ ら に 氷 水 に て １ 分 間 冷 却 し た 。 こ の 茹 で 麺 １ ５ ０ ｇ に

上 記 油 脂 組 成 物 ３ ｇ を 絡 め て か ら 、 樹 脂 製 保 存 容 器 （ 内 容 量 ２ ８ ４ ｍ ｌ 、 １ １ ２ × １ １ ２

× ５ ４ ｍ ｍ ） に 充 填 し 、 蓋 を し て 冷 蔵 庫 に て ３ 日 間 冷 蔵 保 管 し た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 さ ら に 実 験 １ － ２ ～ 実 験 １ － ５ に つ い て は 、 ３ 日 間 冷 蔵 保 管 し た 茹 で 麺 を 用 い て 、 焼 き

そ ば （ 具 な し ） を 製 造 し た 。 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） コ ー テ ィ ン グ さ れ た 家 庭 用 フ ラ イ パ ン

に 、 炒 め 用 の 油 １ ． ５ ｇ （ キ ャ ノ ー ラ 油 、 昭 和 産 業 、 乳 化 剤 非 含 有 ） を ひ い た 後 、 冷 蔵 保

管 し た 茹 で 麺 全 量 を 炒 め て 、 焼 き そ ば を 調 製 し た 。 炒 め た 焼 き そ ば を 、 樹 脂 製 保 存 容 器 （

内 容 量 ２ ８ ４ ｍ ｌ 、 １ １ ２ × １ １ ２ × ５ ４ ｍ ｍ ） に 充 填 し 、 蓋 を し て 冷 蔵 庫 に て ２ ４ 時 間

冷 蔵 保 管 し た 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 茹 で 麺 を ３ 日 間 冷 蔵 保 存 し た 後 の ほ ぐ れ 易 さ （ ほ ぐ れ 性 ） 、 お よ び 、 調 理 し た 焼 き そ ば

を ２ ４ 時 間 冷 蔵 保 存 し た 後 の ほ ぐ れ 易 さ （ ほ ぐ れ 性 ） を 、 以 下 の よ う に 評 価 し た 。 す な わ

ち 、 麺 を 充 填 し た 容 器 を 反 転 し て 、 麺 を 塊 状 の ま ま 取 り 出 し た 後 、 麺 の 中 心 部 を 菜 箸 に て

３ 回 程 度 持 ち 上 げ る よ う に 軽 く ほ ぐ し た 時 の 状 態 を 、 以 下 の 基 準 に よ り ６ 段 階 で 評 価 し た

（ 図 １ に 、 ほ ぐ れ 易 さ の 評 価 が ５ 、 １ 、 ０ の 場 合 の 写 真 を 示 す ） 。

（ 麺 の ほ ぐ れ 易 さ ）

５ ： 容 易 に 全 体 が ほ ぐ れ る の で 、 極 め て 良 好 で あ る

４ ： 全 体 が ほ ぐ れ て 良 好 で あ る

３ ： 一 部 塊 部 分 あ る が 、 概 ね ほ ぐ れ て お り 好 ま し い

２ ： 概 ね ほ ぐ れ て い る が 、 塊 が 点 在 し 全 体 と し て や や 劣 る

１ ： 一 部 ほ ぐ れ る 部 分 あ る が 、 ほ ぼ 塊 の 状 態 で あ り 劣 る

０ ： 塊 の 状 態 で ほ ぐ れ な い

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 表 １ ー １ 】

【 ０ ０ ３ ５ 】
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【 表 １ ー ２ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

【 表 １ ー ３ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 表 １ － １ に 示 し た よ う に 、 Ｈ Ｌ Ｂ が 高 い 乳 化 剤 ： モ ノ オ レ イ ン 酸 ジ グ リ セ リ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ

： ７ ． ４ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム D O100V） と Ｈ Ｌ Ｂ が ３ ． ０ 以 下 の 種 々 の 乳 化 剤 を 組 み 合

わ せ た と こ ろ 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ３ ． ０ の 乳 化 剤 と 組 み 合 わ せ た 場 合 （ 実 験 １ － ６ ） は ほ ぐ れ 性 が

悪 か っ た の に 対 し 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ２ ． ５ 以 下 の 乳 化 剤 と 組 み 合 わ せ た 場 合 （ 実 験 １ － ２ ～ １ －

５ ） は 良 好 な ほ ぐ れ 性 を 示 し た 。 実 験 １ － ８ ～ 実 験 １ － １ ０ に 示 し た よ う に 、 乳 化 剤 を ３

つ 以 上 併 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 本 発 明 に よ れ ば 良 好 な ほ ぐ れ 性 が 得 ら れ た 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 表 １ － ２ に 示 し た よ う に 、 乳 化 剤 を 単 独 で 使 用 し た 場 合 に は 、 十 分 な ほ ぐ れ 性 を

得 る こ と は で き な か っ た 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 さ ら に 、 表 １ － ３ に 示 し た よ う に 、 Ｈ Ｌ Ｂ が 低 い 乳 化 剤 ： テ ト ラ グ リ セ リ ン 縮 合 リ シ ノ

レ ー ト （ Ｈ Ｌ Ｂ ： １ ． ０ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム PR100） と Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ５ 以 上 の 種 々 の

乳 化 剤 を 組 み 合 わ せ た と こ ろ 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ８ ． ６ の 乳 化 剤 と 組 み 合 わ せ た 場 合 （ 実 験 １ － １

５ ） や Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ５ の 乳 化 剤 と 組 み 合 わ せ た 場 合 （ 実 験 １ － ２ ０ ） は ほ ぐ れ 性 が 悪 か っ

た の に 対 し 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ４ ． ７ ～ ８ の 範 囲 の 乳 化 剤 と 組 み 合 わ せ た 場 合 は 良 好 な ほ ぐ れ 性 を

示 し た 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 実 験 例 ２

　 Ｈ Ｌ Ｂ が 高 い 乳 化 剤 ： モ ノ オ レ イ ン 酸 ジ グ リ セ リ ン （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ７ ． ４ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、

ポ エ ム D O100V） と Ｈ Ｌ Ｂ が 低 い 乳 化 剤 ： ヘ キ サ グ リ セ リ ン 縮 合 リ シ ノ レ ー ト （ Ｈ Ｌ Ｂ ： ０

． ５ 、 理 研 ビ タ ミ ン 、 ポ エ ム PR300） の 併 用 比 を 変 化 さ せ て 、 実 験 例 １ と 同 様 に し て 油 脂

組 成 物 （ 乳 化 剤 の 合 計 添 加 量 ： １ ． ２ 重 量 ％ ） を 調 製 し た （ 表 ２ ） 。 実 験 例 １ と 同 様 に し

て 調 製 し た 油 脂 組 成 物 の ほ ぐ れ 性 向 上 特 性 （ ３ 日 間 冷 蔵 保 管 し た 麺 の ほ ぐ れ 性 ） を 評 価 し

た 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 評 価 結 果 を 以 下 の 表 に 示 す が 、 い ず れ の 場 合 も 十 分 な ほ ぐ れ 性 向 上 効 果 が 確 認 さ れ た 。
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中 で も 、 Ｈ Ｌ Ｂ が ７ ． ４ の 乳 化 剤 と Ｈ Ｌ Ｂ が ０ ． ５ の 乳 化 剤 の 比 率 が ８ ５ ： １ ５ ～ ３ ０ ：

７ ０ の 範 囲 で あ る と 、 特 に 大 き な ほ ぐ れ 性 向 上 効 果 が 得 ら れ た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 実 験 例 ３

　 乳 化 剤 の 配 合 量 を ０ ． ４ ％ ～ １ ５ ％ の 範 囲 で 変 化 さ せ て 、 油 脂 組 成 物 の ほ ぐ れ 性 向 上 特

性 を 評 価 し た 。 実 験 例 ２ と 同 じ 乳 化 剤 を 使 用 し 、 ２ 種 の 乳 化 剤 の 併 用 比 率 は ５ ０ ： ５ ０ と

し た 。 使 用 し た 乳 化 剤 の 種 類 と 量 は 下 記 の と お り で あ り 、 実 験 例 ２ と 同 様 に し て 油 脂 組 成

物 を 調 製 し 、 調 製 し た 油 脂 組 成 物 の ほ ぐ れ 性 向 上 特 性 （ ３ 日 間 冷 蔵 保 管 し た 麺 の ほ ぐ れ 性

） を 評 価 し た 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 評 価 結 果 を 以 下 の 表 に 示 す が 、 い ず れ の 場 合 も 十 分 な ほ ぐ れ 性 向 上 効 果 が 確 認 さ れ た 。

中 で も 乳 化 剤 の 合 計 添 加 量 が ０ ． ８ ％ 以 上 で あ る と 、 特 に 大 き な ほ ぐ れ 性 向 上 効 果 が 得 ら

れ た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

【 表 ３ 】
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【 図 １ 】
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